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1. はじめに 

安心・安全に運転を支援するための車載機器の高度

化が進んでいる．CCDカメラ等のイメージセンサはカ

ーナビゲーションと連動して，運転者の視覚補償を行

うシステムに応用されている[1]．しかし，車の中で観

て，聴いて楽しむコンテンツとしてカメラ映像を活用

している研究事例は少なく，実用化にも至っていない． 

本研究では，車載カメラで車内外の映像が記録でき

るドライビング環境において，車の中で視聴するから

こそ意味のある映像・音声の記録・蓄積を通して，新

しいコンテンツの開拓に取り組んでいる[2,3]． 

本稿では，カメラ映像に車両情報(車両現在地，車

速，時間等)や音声情報を関連付けし，運転中の意味

ある箇所でコンテンツの登録または提示を行うシス

テムを提案し，そのプロトタイプを実車に搭載して走

行した結果を報告する． 

2. システム概要 

本システムでは，コンテンツ収集のために車載カメ

ラを用いて運転中の車内および車外の映像を常時記

録している．この記録映像に対して，車両情報や車内

の会話等の音声・センサ情報を取得して関連付けし，

マルチモーダルコンテンツ[4]としての付加価値化を

行っている． 

運転者や同乗者は，運転中の意味あるシーンで，マ

ルチモーダルコンテンツに対して「この場所は迷いや

すい」，「この場所の風景は美しい」といった意味のあ

るメッセージを付与する．メッセージが付与されたシ

ーンは，ドライブコンテンツとして登録される． 

コンテンツを提示する際は，どのような提示方法が

運転に負荷をかけず，安全に分かりやすくコンテンツ

提供できるかという観点から，車両の現在状態をもと

に提示方法を決定し，運転者の状況を配慮して安全な

コンテンツ提示を行う． 

本研究では，数あるドライブシーンの中から「危険

箇所」をコンテンツ対象として取り上げ，前述したコ 

図1：危険箇所の登録と提示のイメージ 

 

ンテンツの「登録→提示」のスパイラルに適用した(図

1)．プロトタイプシステムでは，危険個所を提示する

部分を対象として実装した． 

3. 危険箇所事前提示システム 

 プロトタイプシステムは，運転中危険箇所に近づい

た時，過去の走行時に登録した危険箇所映像や音声を

提示することで，運転者に注意を喚起すると同時に，

心理的安心感を与えることを目的としている．運転者

に，危険箇所を事前に認知させることで，危険を回避

した安心・安全な運転を支援する．  

提示システムの構成と動作 

 提示システムを構成する機器は図2に示すように，

システムがインストールされている1台のコンピュ

ータと，これに接続されている1台のGPS端末，2台

の車載用ディスプレイ，および複数台のスピーカで構

成される． 

提示システムの作動中は，常時GPSからデータ受信

し，1台目のディスプレイに地図情報と登録済みの危

険箇所が表示され，2台目のディスプレイには危険箇

所リストが表示される．危険箇所提示圏内に車両が進

入することで，危険箇所リスト側のディスプレイ画面

が切り替わり，コンテンツの再生が開始される． 
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図2：提示システムの構成 

 

4. システムの試験運用 

4.1 運用のためのコンテンツ収集 

 筆者らは，システムの運用にあたりまずコンテンツ

の収集を行った．具体的には，ダッシュボードにDV(デ

ジタルビデオ)カメラを固定した車両を4台使用し，

静岡県浜松市を中心に危険箇所映像を継続的に記録

した．収集実績としてこれまでに，4台で合計38時

間分の映像を蓄積し，50地点の危険箇所登録を行っ

ている． 

登録したコンテンツの一例として「路地から自転車

が突然飛び出してくるシーン」，「車両同士が接触すれ

すれですれ違うシーン」等が挙げられる．このような

シーンでは，既存の音声ガイダンスやアニメーション

ではなく臨場感のある現場映像・音声を用いることで，

実際の現場の緊張感を効果的に再現できる． 

4.2 運用実験と考察 

 提示システムを実車に搭載して試験的に運用実験

を行った．実験では，システムを起動させた状態で危

険箇所地点に車両を進入させ，コンテンツ提示を通し

てシステムの動作を検証する．図3は運転席への提示

システム設置の様子である．運用実験では，1) 危険

箇所を事前に知ることができて安心・安全に運転でき

たかどうか，2)コンテンツ登録した地点に車両を進ま

せ，運転者が所望するタイミングでコンテンツが提示

されるかどうかの2点について評価した．実験の結果，

実車を運転した2名から，以下に示す意見を得た． 

・ 運転の妨げにならず，事前にコンテンツを提示して

くれて，なかなか気が利いていた． 

・ 映像を見ても，何が危険なのかわかりにくいコンテ

ンツがあった． 

・ 提示のタイミングが直前過ぎる箇所が一部あった． 

図3：運転席への提示システム設置の様子 

 

これより1)に関しては，コンテンツの事前提示が運

転者に安心感を提供する一方で，提示が遅れたり，分

かりづらかったりする場合は，逆に不安感を与えてし

まうことがわかった．2)に関しては，GPSデータの誤

差等の問題で，コンテンツ提示中に危険箇所に到達し

てしまうという地点が一部に存在した． 

現状では運転者からのコメントにとどまっている

が，映像と音声を使用してのコンテンツ提示により，

運転者に安心感を与えることができたという知見を

得た． 

5. まとめ 

 本稿では，車載用イメージセンサを応用したマルチ

モーダルコンテンツの提示方法の提案と，収集の実践

について報告した．今後は，運転者がどのタイミング

でコンテンツを見たがるのかといったニーズ調査を

詳しく行い，システムを発展させていく．将来的には

新たなコンテンツ分野の開拓を行い，車々間での情報

共有という軸も視野に入れたコンテンツの活用法を

模索しながら，これまでにない豊かなドライビング環

境の構築を目指す． 
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